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より多くの人に
十和田市の魅力をＰＲ‼

質問）

答弁）

アカウントを開設し、この事

畑山 結香 さん

①

質問）若手農家を増やすため

答弁）

整備している。この他、学校

附田 弘成 さん

③

質問）

答弁）

備に向けて検討を進めている。

中村 陽紀 さん

④

質問）

補助を小学生にも導入しては
どうか。
答弁）

となる。小学生への補助の導

⑤

質問）
きるようにするために、イン

きるようにしてはどうか。
答弁）

していることから、インター

討したい。

浜尾 美咲 さん

⑥

質問）

答弁）

が、車いすの設置について、市

いただけないか話したい。

眞家 花奈 さん

⑦

質問）
などの今ある施設をうまく活

できるようにしてはどうか。
答弁）

習などの施設であるため、現

利用は難しい。今後、地域の

案を参考にしたい。

木村 真理 さん

⑧

 県立三本木高

質問）

答弁）

できるよう、これからもさま

浜尾 奏佑 さん

②

令和７年度 とわだ子ども議会

副議長

    

  

野菜を安く買えるまち ベテラン農家に
授業をしてもらえないか

私たち子どもと
自治体を守ること

英検チャレンジプロジェクト

佐々木 愛謝 さん

インターネットを活用した
中央病院の予約

 県立三本木高

買い物かごが置ける
車いす購入の援助

いつでも‼だれとでも‼
思いきり体を動かせる近くの施設

ら行っています。
小
おがさわら

笠原 さん、副議長の木
きむら

村
ま り

理さんによる議事進行の下で、子

▲子ども議会終了後、櫻田百合子市長、田村和久副市長、丸井英子教育長と当選証書を手に記念撮影
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⑫

質問）部活の練習場所を確保
するために、市の施設の他に休
日などで使われていない学校を
利用できるようにしてはどうか。
答弁）市では、学校の体育館
やグラウンドを有効活用する
「学校体育施設開放事業」を
実施している。これからも、
皆さんがスポーツに触れる機
会を増やし、毎日の生活の中
でスポーツを楽しめるように
していきたい。

田中 月香 さん

⑨

質問）倒壊や火災、犯罪の温
床となる空き家を市の予算で
壊し、交流広場や避難場所と
して活用してはどうか。
答弁）法律では、空き家の管
理や解体は所有者の責任で行
わなければならないとされて
いる。市では、撤去費用の一
部の補助を実施しているが、
所有者が自らの責任で適切な
管理、解体・撤去をしていた
だけるように促していきたい。

太田 寧々 さん

⑩

質問）通学路について、危険
箇所のアンケートを取り、
カーブミラー設置などの安全
対策を実施してはどうか。
答弁）各学校からの改善要望
を取りまとめ、市と警察と合同
で安全点検を実施している。
カーブミラー設置などの安全
対策を検討するため、危険な
箇所を見つけたら、いつでも学
校の先生や保護者に知らせて
ほしい。

東 紀菜子 さん

⑪

質問）官庁街通りの入口広場
をスケボーができるように開
放してはどうか。
答弁）入口広場は多くの市民
が憩う場であり、利用者の安
全を守るためにスケボーは禁
止している。実現のために騒
音やマナー、安全確保などの
課題解決に向けた話し合いが
できるよう、例えばスケボー
の団体が設立されるようなこ
とを期待したい。

⑬

質問）使えるごみの再利用を進
めるために、ごみで作ったアート
の大会を開催してはどうか。
答弁）市では、家庭で不要に
なったものを回収し、資源と
して再利用するリサイクルの
取り組みを進めている。提案
は、アートのまち十和田市に
とって、興味深いアイデアだ
が、まずはごみを少なくし、
市民が気持ちよく過ごせるま
ちにしていきたい。

⑭

質問）剥がれている官庁街通
りのタイルを、市が市民と協
力して直してはどうか。
答弁）タイルの補修は専門的
な作業が必要であるため、市
民に協力をお願いすることは
難しいが、提案のように市民
同士が協力して取り組む活動
は、地域の連携や交流を深め
る大変意義のあることだ。市
の道路については、危険箇所
の早期発見と補修に努めたい。

⑮

質問）歩車分離式信号機につい
て、設置場所で警察官に分かり
やすく説明してもらってはどうか。
答弁）歩車分離式信号機が通
常の信号機の動作と異なること
について、長期間にわたる警察
官による現地指導は難しい。警
察と連携し、登下校時間帯の巡
回や取り締まり強化について相
談・検討するなど、交通事故の
ない安全・安心なまちづくりに
取り組んでいきたい。

松芳 蓮士 さん

⑯

質問）甲東中入り口から長根
尻入り口の区間を自転車と歩
行者専用とし、憩いの場とし
て整備してはどうか。
答弁）この区間は近くの農地
への農作業車両の通行が不可
欠となっていることから、現時
点での整備は難しい。提案は、
安全性の向上に加え、自然が
楽しめる憩いの場や交流の場
としての効果が期待できるた
め、今後の参考としたい。

甲斐 大翔 さん

▲堂々と質問する小笠原議員、後ろは木村副議長

一連の活動の様子などは
市ホームページから▶

議長

   

練習場所として
学校を利用すること

空き家の土地を
市民の交流広場に！

もっと安心に！もっと安全に！
わたしたちの通学路

小笠原 颯真 さん  

自然を楽しめる
憩いの場の整備

入口広場でスケボー
（スケートボード）を！

小川 侑揮 さん  

ごみをアートに！
大切に！

 

みんなが協力して官庁街通りの
歩道のタイルを直そう！

小林 美晴 さん  

車用と歩行者用の
信号機の説明

 

▲若手農家を増やすための取り組みについて質問を

する附田議員

▲答弁する櫻田市長

子ども議会のまとめとして、
レポート作成などを行う
「振り返り活動」の様子は
市ブログ「駒の里から」▶


